
2030年度排出削減⽬標
▲46.0％

（2013年度⽐）※

排出削減対策▲42.2％

（農林⽔産分野▲0.2％含む）

農林⽔産分野の
対策により▲3.5％

2013年度
(H25年度)

2030年度

7億6,000万
t-CO2

2030年度
⽬標

2013年度
総排出量

14億763万
t-CO2

※：排出削減対策と吸収源対策のほか
、二国間クレジット制度（JCM）によ
り、官民連携で2030年度までの累
積で、1億t-CO2程度の国際的な排
出削減・吸収量を目指す。

政府の「地球温暖化対策計画」の中期⽬標

資料：「地球温暖化対策計画」(令和3年10月22日閣議決定）及び「2021年度（令和3年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について」（環境省発表）を基に農林水産省作成。

【排出削減対策】

省エネルギー型漁船への転換

漁船の省エネルギー対策

2030年度削減⽬標：19.4万t-CO2

施設園芸・農業機械の温室効果ガス排出削減対策

・施設園芸における省エネ設備の導⼊
・省エネ農機の普及 ＜ヒートポンプ等省エネ型設備や⾃動操舵装置等省エネ農機の普及＞

2030年度削減⽬標：施設園芸 155万t-CO2
農業機械 0.79万t-CO2

・中⼲し期間の延⻑等による⽔⽥からのメタンの削減
・施肥の適正化による⼀酸化⼆窒素の削減

2030年度削減⽬標：メタン 104万t-CO2
⼀酸化⼆窒素 24万t-CO2

農地⼟壌に係る温室効果ガス削減対策

＜⼟壌診断に基づく施肥指導＞

＜省エネ型のエンジン等の導⼊＞

【吸収源対策】
森林吸収源対策

2030年度⽬標：約3,800万t-CO2

農地⼟壌吸収源対策

・堆肥や緑肥等の有機物やバイオ炭の施⽤を推
進することにより、農地や草地における炭素貯
留を促進 微⽣物分解を受けにくい

⼟壌有機炭素

2030年度⽬標：850万t-CO2
堆肥等の施⽤

・間伐の適切な実施や、エリートツリー等
を活⽤した再造林等の森林整備の推進

・建築物の⽊造化等による⽊材利⽤の拡⼤ 等
エリートツリー

の活⽤
建築物の

⽊造化・⽊質化

吸収源対策 ▲3.4％

森 林 吸 収 ▲2.7％

農地⼟壌吸収 ▲0 . 6％

農林⽔産分野 ▲3.3％

政府の「地球温暖化対策計画」(2021年10⽉閣議決定) の⽬標と農林⽔産分野の位置付けについて

※青字（％）は2030年度排出削減目標に対する2021年度時点の実績値

▲20.3%＜対前年度比＋2.0%＞

▲16.9%＜対前年度比＋2.0%＞

±0%＜対前年度比＋0.4%＞

▲3.4%＜対前年度比▲3.6%＞

▲3.3%＜対前年度比▲3.8%＞

▲3.0%＜対前年度比▲2.5%＞

▲0.2%＜対前年度比▲21.6%＞

▲3.3%＜対前年度比▲3.4%＞

（参考）

※黒字（％）は2030年度排出削減目標

（注1）

（注2）

注１：「吸収源対策」における＜対前年度比▲＞の「▲」は吸収量の増加を意味する。 注２：「農地土壌吸収」の実績値（▲0.2％）は、「2021年度（令和3年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について」（環境省発表）の「農地管理活動」の吸収量により算出。


